
国際連携⾷料健康科学専攻の概要 ＜筑波⼤学、ボルドー⼤学、国⽴台湾⼤学による3⼤学ジョイントディグリープログラム＞

各⼤学から15単位以上、合計45単位以上を修得。特定課題研究を課す。
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国際的に活躍できる
⾼度専⾨職業⼈

第１セメスター
@筑波⼤学（UT）
•プログラムの理念・学修プロセス等
•健康と⾷資源に関する専⾨基礎知識
•物質の⽣体への効⽤・安全性評価に関する専⾨⼒
•起業家精神、マネジメント⼒
•専⾨英語⼒
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第２セメスター
@国⽴台湾⼤学（NTU）
•健康と⾷資源に関する専⾨⼒
•アジアの社会・⾃然環境における課題発⾒・解決能⼒
•アジア企業におけるR&D、プロジェクトマネジメント
•グローバルな視野と経験

第３セメスター
@ボルドー（UBx）
•健康と⾷資源の結びつき及び⾷資源の評価開発に関する専⾨⼒
•欧州の社会・⾃然環境における課題発⾒・解決能⼒
•欧州企業事業、キャリア形成・職業意識
•グローバルな視野と経験

UT or UBx or NTUUT or UBx or NTU
第４セメスター
•インターンシップや
専⾨科⽬の履修
•特定課題研究の完成
•最終的な達成度評価

実験室実習 アントレプレナー学習企業インターンシップ フィールド実習

⽇本・アジア・ヨーロッパにわたる実践的学修：学⽣全員が３地域３⼤学でともに順次学修
−国籍や⽂化的背景を異にする学⽣同⼠が切磋琢磨してグローバル社会で活躍できる専⾨⼒と⼈間⼒を涵養−

筑波⼤学、ボルドー⼤学、国⽴台湾⼤学の３⼤学による国際医農連携を構築し
「⾷と健康」を理解して国際的に活躍できる⾼度専⾨職業⼈を養成


